










また、昨年度からは新 しくできた 「教育の情報化推進本部」の委員も引き受けてお り、
2006年度からはその中の情報教育推進部長を務めている。2002年にたまたま入った情報
科学セ ンターであったが、今後 もしばらく 「情報」関係の仕事に関わることになりそうだ。
情報科学センターは教職員一体で業務を遂行 しているが、この3年 間、至 らぬ副所長であ
ったが何 とかまっとうできそうなのは、職員の方々のご協力のお陰である。 この場を借 り
て御礼申し上げたい。また、ここのところ感じるのはかつて存在 していたセンター専任教
員の存在の大きさである。現在ではセ ンター専任教員が不在であり、シラバス ・チェック




に加えて本年はTAも含めたアシスタン ト・ミーティングも開催 した。特 にアシスタント・
ミーティングでは、いままで知ることのなかった問題も浮上 し、有意義であった。センタ
ー ・アシスタントに関しては、近年、人材不足が深刻化 してお り、2006年度募集では年齢
要件を緩和 し、応募著増につながった。けれども本学大学院生を対象 としたTAに 関して
は人員不足の状態がますます悪化している。SA(スチューデン ト・アシスタン ト)制の導
入なども検討 しなければならない時期にきている。 この点に関しては、今後、教育の情報
化推進本部で も検討したい。
